
発寒リハビリテーション病院

痙縮外来開設のお知らせ

脳卒中後の後遺症、脊髄損傷、外傷性脳損傷、多発性硬化症、脳性麻痺などによる手

足のつっぱりを「痙縮」と言います。この「痙縮」は、痛みや動かしにくさ、関節の変

形、日常生活での不便などを引き起こすことがあります。「痙縮」は治療によって症状

を軽減させることができます。

• 薬物療法

（ボツリヌス療法など）

• 装具療法

• リハビリテーション治療

（入院・外来）

受診をご希望の方へ

⚫ 診療日：毎月隔週月曜日 14時〜

⚫ 完全予約制

⚫ 紹介状をご持参いただけると、診療がよりスムーズです

⚫ 詳細は当院  地域連携室(TEL 011-661-2111)までお問い

合わせください

装具に不具合がある方痙縮によって痛みや
動かしにくさがある方

札幌医科大学の梅本です。

ご気軽にご相談ください。

「対象となる患者さん」 「主な治療法」

介護保険でリハビリを利用中の方は
制度上、外来でのリハビリを

行えませんので、ご了承ください。

札幌医科大学
リハビリテーション医学講座 教授
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